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本大学大学院総合社会情報研究科紀要』第7号 日本大学大学院総合社会情報研究科 

2407)竹本英代(2007)「初代校長フランク・ミュラーと日語学校の教育」『福岡教育大学紀要』

第 56 号第 4 分冊教職科編 福岡教育大学 

 

2408)ダニエル・ロング・小松恭子・新井正人・米田早希(2007)「サイパンの日本語について―

実態調査の中間報告―」『人文学報』No.382 首都大学東京都市教養学部人文・社会系／

東京都立大学人文学部 

 

2409)江秀姿(2007)「『國民讀本參照國語科話方敎材』改正版について―構文の分析を中心に―」 

『久留米大学大学院比較文化研究論集』21 号 久留米大学大学院比較文化研究科 

 

2410)崔学松(2007)「「満洲国」期における戦時体制確立にむけての教育変遷と日本語普及」一 

橋研究編集委員会編(2007)『一橋研究』第 32 巻第 1 号 一橋大学 

 

2411)諸点淑(2007)「植民地朝鮮における日本仏教の社会事業に関する一考察―真宗大谷派の 

「向上会館」を事例として―」『立命館史學』28 立命館大学史学会 

 

2412)陳虹彣(2007)「日本植民地統治下の台湾教育会に関する歴史的研究」梶山雅史編著(2007) 

『近代日本教育会史研究』学術出版会 

 

2413)陳虹彣(2007)「日本統治下台湾における「国語」という教科の成立と伊沢修二」『教育思 

想』第34号 東北教育哲学教育史学会 

 

2414)周一川(2007)「近代日本に留学した中国人の総数をめぐって－1922～1936年度のデータ 

に関する調査－」『中国研究月報』703号 (社)中国研究所 

 

2415)周萍萍(2007) 「日本における清国女子留学生と中国の近代女子教育」『國學院大學大学院 

紀要－文学研究科－』第 39 輯 國學院大學大学院 

 

2416)槻木瑞生(2007)「満洲国時代の宗教団体の活動と教育」『東アジア研究』第 48 号 大阪経

済法科大学アジア研究所 

 

2417)槻木瑞生(2007)「満州国の学校制度が成立するまでの状況－近代中国延吉県地域史研究 

－」『アジア教育史研究』第 16 号 アジア教育史学会 

 

2418)土屋美代子(2007)「日本語研修センターから日本語学校へ：その歩み－長期コースを中心 

として－」『拓殖大学日本語紀要』第 17 号 拓殖大学国際部 

 

2419)冨田哲(2007)「数値化された日本語話者－日本統治初期台湾における統計と日本語－」『社

会言語学』第 7 号 「社会言語学」刊行会 

 

 



 

2420)虎尾達哉(2007)「アストン旧蔵和書とアーネスト・サトウ－ケンブリッジ大学図書館蔵 

「アストン和書目録」について・断章－」『地域政策科学研究』第 4 号 鹿児島大学大学院 

人文社会科学研究科博士後期課程地域政策科学専攻 

 

2421)虎尾達哉(2007)「ケンブリッジ大学図書館蔵「アストン和書目録」について(6)」『人文学 

科論集』第 65 号 鹿児島大学法文学部 

 

2422)虎尾達哉(2007)「ケンブリッジ大学図書館蔵「アストン和書目録」について(7)」『人文学 

科論集』第 66 号 鹿児島大学法文学部 

 

2423)中田敏夫(2007)「植民地「国語」(日本語)教科書は何を語るか―台湾総督府編纂国語教科

書からみた「内地化」の限界―」日本植民地教育史研究会(2007)『植民地教育史研究年報

第 9 号 植民地言語教育の虚実』 晧星社 

 

2424)中田敏夫(2007)「『台湾教科用書国民読本』の語彙の特徴」『国語国文学報』第 65 集 愛

知教育大学国語国文学研究室 

 

2425)中東靖恵(2007)「ブラジルにおける日本語教育の新たな潮流－ブラジル社会に開かれた日 

本語教育へ－」『岡山大学文学部紀要』第 47 号 岡山大学文学部 

 

2426)長沼美奈子(2007)「人流インタビュー－この人に聞く(84)日本語学校の先駆的な役割を果 

たしてきた「ナガヌマスクール」を引き継いできた(財)言語文化研究所常務理事長沼美奈 

子さん－」『国際人流』244 号 入管協会 

 

2427)中野真樹(2007)「松本亀次郎著『漢訳日本語会話教科書』の仮名づかい－長音表記を中心 

として－」『日本語の研究』第 3 巻 4 号 日本語学会 

 

2428)中野真樹(2007)「明治期日本語教科書『日語新編』の仮名づかいについて」『國學院大學 

大学院紀要－文学研究科－』第 39 輯 國學院大學大学院 

 

2429)夏目賢一(2007)「第一高等学校における留学生教育の再編と日中関係―特設予科および特

設高等科の事例、一九〇八－一九三七年―」『東京大学史紀要』第 25 号 東京大学史資料

室 

 

2430)南勇(2007)「近代中国の言語意識と「日本語」－中国留学生が編纂した初期日本語教科書

をめぐって－」『成城文芸』第 198 号 成城大学文芸学部 

 

2431)西尾珪子(2007)「AJALT 創立 30 年にあたって」『AJALT』No.30 (社)国際日本語普及

協会  

 

2432)西尾珪子(2007)「日本語教育界 30 年の歩みの中から―対象別日本語教育の開発―」『日 



本語教育』135 号 日本語教育学会 

2433)仁田義雄(2007)「ローマ字文法の系譜」『日本語・日本文化研究』第 17 号 大阪外国語 

大学日本語講座 

 

2434)縫部義憲(2007)「「日本語教育」の研究の動向と展望」『日本教科教育学会誌』第 30 巻第 

1 号 日本教科教育学会 

 

2435)根川幸男(2007)「サンパウロ市リベルダーデ地区における戦前・戦中期の日系教育機関－ 

エスニックコミュニティ母語学校としての役割に注目して－」『龍谷大学経済学論集』第 

46 巻第 5 号 龍谷大学経済学会 

 

2436)胡穎(2007)「明治末期における中国人留学生教育実態に関する考察－宏文学院の教育実績

を踏まえながら－」『比較文化史研究』8 比較文化史学会 

 

2437)深川治道(2007)「天理教の日本語教育史(6)華南の日本語学校について（その１）天理廈門

日語講習所」『天理大学おやさと研究所年報』第 13 号 天理大学おやさと研究所 

 

2438)深川治道(2007)「天理教の日本語教育史(7)華南の日本語学校について(その 2)広州天理日 

語学校と香港天理日語学校」『天理大学おやさと研究所年報』第 14 号 天理大学おやさと 

研究所 

 

2439)藤田一乗(2007)「國語普及の一方策－教育部管轄「國語講習所」の場合－」『中国言語文 

化研究』第 7 号 佛教大学中国言語文化研究会 

 

2440)二見剛史(2007)「中国人留学生教育の父・松本亀次郎」モラロジー研究所出版部編(2007) 

『至誠に生きた日本人』廣池学園事業部 

 

2441)本田弘之(2007)「教科書にみる 1970 年代の中国の日本語教育」『杏林大学国際交流セン 

ター杏林大学日本語教育研究 』2 号 杏林大学国際交流センター 

 

2442)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（１）日本語教育史研究の意義」『グロー

カル天理』第 8 巻第 1 号 天理大学おやさと研究所 

 

2443)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（２）「直接法」イデオロギー」『グローカ

ル天理』第 8 巻第 2 号 天理大学おやさと研究所 

 

2444)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（３）戦時下台湾の成人用日本語教科書」 

『グローカル天理』第 8 巻第 3 号 天理大学おやさと研究所 

 

2445)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（４）「内地」在住朝鮮人への日本語教育」 

『グローカル天理』第 8 巻第 4 号 天理大学おやさと研究所 

 



 

2446)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（５）日本語基本語彙の選定」『グローカ 

ル天理』第 8 巻第 5 号 天理大学おやさと研究所 

 

2447)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（６）日本語教師の資質」『グローカル天 

理』第 8 巻第 6 号 天理大学おやさと研究所 

 

2448)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（７）軍事占領下の日本語教育」『グロー 

カル天理』第 8 巻第 7 号 天理大学おやさと研究所 

 

2449)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（８）日本人用対訳会話書」『グローカル 

天理』第 8 巻第 8 号 天理大学おやさと研究所 

 

2450)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（９）日本語教育と歌」『グローカル天理』 

第 8 巻第 9 号 天理大学おやさと研究所 

 

2451)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（10）留学生の資質」『グローカル天理』 

第 8 巻第 10 号 天理大学おやさと研究所 

 

2452)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（11）日本統治下台湾の教育の虚実」『グ 

ローカル天理』第 8 巻第 11 号 天理大学おやさと研究所 

 

2453)前田均(2007)「日本語教育の歴史、その光と陰（12）日本語教科書の中の虚構とその弊 

害」『グローカル天理』第 8 巻第 12 号 天理大学おやさと研究所 

 

2454)松岡洸司(2007)「バレト写本－翻訳と語法－」『上智大学国文学科紀要』第 24 号 上智 

大学国文学科 

 

2455)松永典子(2007)「「総力戦」下の人間形成－「拓南塾」の人材養成を中心に－」『比較社会 

文化：九州大学大学院比較社会文化研究科紀要』第 13 巻 九州大学大学院比較社会文化 

研究科 

 

2456)松本久美子・永井智香子(2007)「長崎大学留学生センターにおける日本語教育の 10 年を 

振り返って―“研修コース”の変化を中心に―」『長崎大学留学生センター紀要』第 15 号  

長崎大学留学生センター 

 

2457)三上聖治・竹森幸一・浅田豊・仁平將(2007)「ミクロネシア連邦ポンペイ島における健康 

や病気に関連した日本語由来のポナペ語についての一考察」『弘前学院大学看護紀要』第 

2 巻 弘前学院大学看護学部 

 

2458)三沢伸生(2007)「最初の日本人ムスリム－野田正太郎(1868－1904 年)－」『日本中東学 

会年報』23-1 号 日本中東学会 



 

2459)宮城由美子(2007)「成城学校と中国人留学生についての一考察」『佛教大学大学院紀要』 

第 35 号 佛教大学 

 

2460)宮脇弘幸(2007)「南洋群島『国語読本』は何を語るか」日本植民地教育史研究会(2007)『植

民地教育史研究年報第 9 号 植民地言語教育の虚実』 晧星社 

 

2461)宗村高満(2007)「一九二〇～三〇年代の中国人鉄道留学生」『大正大学大学院研究論集』 

第 31 号 大正大学企画広報室 

 

2462)村上呂里(2007)「小学校「国語科」成立と沖縄地域―「普通語」概念に着目して―」『国

語教育史研究』第 8 号 国語教育史学会 

 

2463)モハマド・ガザリ・ビン・タイブ(2007)「マレーシアにおける日本語教育―現地化に向か 

う現状と歴史的変遷―」『日本語・日本文化研究』第 17 号 大阪外国語大学日本語講座 

 

2464)諸星美智直(2007)「宏文学院教授菊池金正と会話型日本語教科書『漢訳学校会話篇』」『國 

學院雜誌』第 108 巻第 11 号 國學院大学綜合企画部 

 

2465)諸星美智直(2007)「明治期における日本語学習辞典としての難波常雄編『日本読書作文辞 

典』」国語語彙史研究会編(2007)『国語語彙史の研究 26』和泉書院 

 

2466)八木正自(2007)「Bibliotheca Japonica(117)パジェスの日本研究と辞書編纂」『日本古書 

通信』72 巻 9 号 日本古書通信社 

 

2467)安田敏朗(2007)「戦前・戦中時の外地（漢字文化圏）における日本語教育」加藤正信・松 

本宙編(2007)『国語論究 第 13 集 昭和前期日本語の問題点』明治書院 

 

2468)山口幸二(2007)「アジア断想(五)」『りべるたす』第 20 号 りべるたすの会 

 

2469)山下早代子・松尾慎(2007)「台湾台中霧峰郷『長青學苑』における日本語教育」『2007 

年度日本語教育学会秋季大会予稿集』 日本語教育学会 

 

2470)山下達也(2007)「植民地朝鮮における「内地人」教員の多様性－招聘教員と朝鮮で養成さ

れた教員の特徴とその関係－」『日本の教育史学』第 50 集 教育史学会 

 

2471)山下達也(2007)「植民地朝鮮における「内地人」教員の役割」『九州教育学会研究紀要』 

第 34 巻 九州教育学会 

 

2472)山田美香(2007)「日本植民地下台湾における少年犯罪と教育」名古屋市立大学大学院人間 

文化研究科人間文化研究』第 7 号 名古屋市立大学大学院人間文化研究科 

 



 

2473)山本一生(2007)「1920-30 年代の満洲公学堂教員の意識変容－教育雑誌『南満教育』の分 

析を中心に－」『東京大学大学院教育学研究科紀要』第 46 巻 東京大学大学院教育学研究 

科 

 

2474)山本一生(2007)「南満洲教育会の台湾視察―「角板山蕃童教育所」を訪問した満洲教員―」

日本植民地教育史研究会(2007)『植民地教育史研究年報第 9 号 植民地言語教育の虚実』 

晧星社 

 

2475)吉永亮子(2007)「クルチウス「日本語文典例証」にみる江戸時代の長崎方言」『文化環境 

研究』第 1 巻 長崎大学 

 

2476)李宛儒(2007)「日本統治下の台湾演劇－総督府が奨励した青年劇と皇民化劇をみる－」 

『言葉と文化』第 8 号 名古屋大学大学院国際言語文化研究科日本言語文化専攻 

 

2477)李培建(2007)「中国における日本語教育と日本語教材の編成及び使用について」『中央学 

院大学社会システム研究所紀要』第 8 巻第 1 号 中央学院大学社会システム研究所 

 

2478)劉晏君(2007)「日本統治時代の台湾の同化政策における「説話」の機能－1913(大正 2)年 

の『公学校用国民読本』に着目して－」『人文科教育研究』第 34 号 人文科教育学会 

 

2479)ワジム・クリモフ(2007)「最初の駐日ロシア領事、ヨシフ・アントノヴィチ・ゴシケヴィ 

チ」『東京大学史料編纂所研究紀要』第 17 号 東京大学 

 

2480)渡辺洋介(2007)「シンガポールにおける皇民化教育の実相－日本語学校と華語学校の比較 

を中心に－」池田浩士編(2007)『大東亜共栄圏の文化建設』 人文書院 

 

2481)王暁秋(2007)「日本へ留学する中国人留学生の 110年間にわたる歴史の回顧と啓発をめ 

ぐって」『国際日本学』4 法政大学国際日本学研究センター 

 

2482)饗場淳子(2008)「意味分野の観点から見た土居光知「基礎日本語」―「体の類」の語を中 

心に―」『早稲田日本語研究』17 号 早稲田大学日本語学会 

 

2483)安里のり子(2008)「奥村多喜衛と日本語学校論争」同志社大学国際センター(2008)『同志 

社・ハワイ・日本－知られざる日米交流史－』同志社大学 

 

2484)安部清哉・土田滋・新居田純野(2008)「アタヤル語(泰雅語)の寒渓方言に入った日本語― 

台湾原住民言語能力試験問題における―」『東洋文化研究』第 10 号 学習院大学東洋文 

化研究所 

 

2485)安志英(2008)「幕末の日本語会話書における命令表現の訳し方について―『KUAIWA  

HEN』を中心に―」『立教大学大学院日本文学論叢』第 8 号 立教大学大学院文学研究科 



日本文学専攻 

2486)Andrew B. Wertheimer(2008)「アメリカの強制収容所内での文化空間の創造－浅野七之 

助とトパーズ日本語図書館 1943-1945－」『日本図書館情報学会誌』Vol.54,No.1 日本図 

書館情報学会 

 

2487)家入博徳(2008)「明治期日本語教科書『日語新編』における二人称代名詞－非母語話者の 

教科書制作意識－」『國學院大學大学院文学研究科論集』第 35 号 國學院大學大学院文 

学研究科学生会 

 

2488)泉文明(2008)「植民地支配下および解放後の日本語教育－日本語教科書と韓国人からの聞 

き取りをてがかりに－」『龍谷紀要』第 9 巻第 2 号 龍谷大学龍谷紀要編集会 
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念日本語教育研究会 

 

4325)朝日祥之(2021)「戦中期のアメリカにおける日本語教育」『東京外国語大学国際日本 

学研究報告』no.11 東京外国語大学大学院国際日本学研究院 

 

4326)朝日祥之(2021)「ハワイの日系移民史における日本語の役割」『東京外国語大学国際 

日本学研究報告』no.11 東京外国語大学大学院国際日本学研究院  

 

4327)朝日祥之(2021)「人の移動の社会言語学－日本語の事例を中心として－」『東京外国語 

大学国際日本学研究報告』no.11 東京外国語大学大学院国際日本学研究院  

 

4328)アズハリヤ・アユ(2021)「1960 年代インドネシア高等教育における日本語関連学科の創 

設過程－2 つの系統の形成と日本の関与に着目して－」『アジア教育』第 15 巻 アジア教 

育学会 

 

4329)鮎澤孝子(2021)「小出詞子先生とご尊父小出満二氏」『小出記念日本語教育研究会論文 

集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4330)鮎澤孝子(2021)「フィリピンでの小出詞子先生」『小出記念日本語教育研究会論文集』 

第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

 

 



 

4331)葉慧君(2021)「日本統治時代における台湾人先住民の日本語教育―タイヤル族の日本語 

使用状況の考察―」『新世紀人文学論究 全地球時代からの言語学－日本語学・対照言語 

学・日本語教育からの眺望－田中寛教授古希・退職記念論集』第 5 号特別記念号 新世 

紀人文学研究会 

 

4332)井川充雄(2021)「台湾におけるラジオ塔－日本統治下の台湾におけるラジオの共同聴取 

－」『応用社会学研究：立教大学社会学部研究紀要』No.63 立教大学社会学部 

 

4333)池田誠司(2021)「日本統治解放後の韓国における日本語敬語学習についての一考察－韓 

国高校第 2 外国語選択科目である日本語教科書の分析をとおして－」『日本海域研究』 

第 52 号 金沢大学環日本海域環境研究センター 

 

4334)池田匡史、黒川麻実(2021)「植民地間の民話教材の流用はいかになされたのか？―朝鮮・ 

満洲・南洋群島の「水中の玉」―」『全国大学国語教育学会国語科教育研究：大会研究発表 

要旨集』141 全国大学国語教育学会 

 

4335)池田匡史・黒川麻実(2021)「植民地＜国語＞教科書における民話教材の位相－満洲・朝 

鮮に着目して－」『読書科学』第 62 巻第 2 号 日本読書学会 

 

4336)石川創(2021)「『早稲田日本語研究』創刊号から第 29 号までを振り返って」『早稲田 

日本語研究』第 30 号 早稲田大学日本語学会 

 

4337)板橋孝幸、岩本廣美(2021)「台南大学所蔵資料にみる昭和戦前期台湾の郷土教育運動－ 

台南師範学校を中心に－」『奈良教育大学紀要. 人文・社会科学』第 70 巻第 1 号 奈良 

教育大学 

 

4338)伊月知子(2021)「「満洲国」の日本語教育」に対する戦中から戦後にかけての評価―戦 

中・戦後の新聞・雑誌・記録をたどる―」『新世紀人文学論究 全地球時代からの人文主 

義－歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛教授古希・退職記念論集』第 4 号特 

別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4339)井上晴美(2021)「中国帰国者一世・二世・三世の中国語に対する意識調査－今後の日本 

における、多文化共生社会の実現に向けて－」『人文×社会』2021 年 1 巻 1 号 『人文 

×社会』編集委員会 

 

4340)今村圭介(2021)「福祉言語学的研究を目指したパラオ語日本語借用語辞典の作成」『社会 

言語科学』第 23 巻第 2 号 社会言語科学会 

 

4341)魏吉菲(2021)「青島における中国人日本語教員の養成－第 2 次日本占領期を中心に－」 

日本植民地教育史研究会(2021)『植民地教育史研究年報第 24 号 植民地と国語教育』 晧 

星社 



 

4342)魏佳寧(2021)「中国の大学における日本語専攻と日本語学科(学部)に関する考察」『観 

光学論集』16 長崎国際大学国際観光学会 

 

4343)植田晃次(2021)「銀行員・弓場重栄と朝鮮語－日本近代朝鮮語教育史の視点から－」 

『言語文化研究』第 47 巻 大阪大学大学院言語文化研究科 

 

4344)上田崇仁(2021)「旧韓末『日語読本』考－KH coder によるテキストマイニング・コー 

ディングルールの検討－」『南山大学日本文化学科論集』第 21 号 南山大学日本文化学 

科 

 

4345)上田崇仁(2021)「植民地朝鮮で「国語」は何を教えたのか」『東アジア文化研究』第 1 

号 東亜大学東アジア文化研究所 

 

4346)上田崇仁(2021)「大学における授業実践報告「日本語教育史」」日本植民地教育史研究会 

(2021)『植民地教育史研究年報第 24 号 植民地と国語教育』 晧星社 

 

4347)上田崇仁(2021)「『日語読本』の特徴：併合前の教科書は何を教えたのか―テキストマ 

イニングで見えてくること―」『新世紀人文学論究 全地球時代からの人文主義－歴史、 

文学、植民地教育史研究の還流－田中寛教授古希・退職記念論集』第 4 号特別記念号  

新世紀人文学研究会 

 

4348)上田美紀・渡辺民江(2021)「実践報告 日本語教育実習 2003 年度から 2020 年度まで」 

『中部大学教育研究』第 21 号 中部大学大学企画室高等教育推進部 

 

4349)上野和昭(2021)「『早稲田日本語研究』第 30 号によせて」『早稲田日本語研究』第 30 

号 早稲田大学日本語学会 

 

4350)上野田鶴子(2021)「ICU 初期における日本語教師養成」『小出記念日本語教育研究会論 

文集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4351)上野田鶴子(2021)「小出詞子先生と日本語教育学会」『小出記念日本語教育研究会論文 

集』第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4352)鵜飼香奈子(2021)「メキシコにおける「JFにほんご e ラーニング みなと」 普及への取 

り組みと成果」『国際交流基金日本語教育紀要』第 17 号 国際交流基金日本語国際センタ 

ー 

 

4353)宇賀神一(2021)「国語教育史研究と植民地」日本植民地教育史研究会(2021)『植民地教育 

史研究年報第 24 号 植民地と国語教育』 晧星社 

 

 



 

4354)梅本和義(2021)「コロナ禍における国際文化交流－国際交流基金の半世紀とこれから－」 

ANA ホールディングス株式会社・ANA 総合研究所編(2021)『ていくおふ』No.165 ANA 

ホールディングス 

 

4355)江口泰生(2021)「A.タタリノフ『レクシコン』注釈 10(文例集 1)」『岡山大学文学部紀要』 

第 74 号 岡山大学文学部 

 

4356)遠藤佳那子(2021)「W.G.アストン『日本文語文典』初版 訳註稿(1)」『鶴見大学紀要. 第 

1部, 日本語・日本文学編』58 号 鶴見大学 

 

4357)大池公紀(2021)「日本語学科専門科目「日本語表現研究Ⅰ・Ⅱ」の学修内容の変遷」『明 

海大学教職課程センター研究紀要』第 4 号 明海大学教職課程研究紀要編集委員会 

 

4358)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３０）国際化の中での日本語教育①」『グロー 

カル天理』第22巻第1号 天理大学おやさと研究所 

 

4359)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３１）国際化の中での日本語教育②」『グロー 

カル天理』第22巻第2号 天理大学おやさと研究所 

 

4360)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３２）国際化の中での日本語教育③」『グロー 

カル天理』第22巻第3号 天理大学おやさと研究所 

 

4361)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３３）国際化の中での日本語教育④」『グロー 

カル天理』第22巻第4号 天理大学おやさと研究所 

 

4362)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３４）国際化の中での日本語教育⑤」『グロー 

カル天理』第22巻第5号 天理大学おやさと研究所 

 

4363)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３５）国際化の中での日本語教育⑥」『グロー 

カル天理』第22巻第6号 天理大学おやさと研究所 

 

4364)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３６）日本語教育と異文化伝道①」『グローカ 

ル天理』第22巻第7号 天理大学おやさと研究所 

 

4365)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３７）日本語教育と異文化伝道②」『グローカ 

ル天理』第22巻第8号 天理大学おやさと研究所 

 

4366)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３８）日本語教育と異文化伝道③」『グローカ 

ル天理』第22巻第9号 天理大学おやさと研究所 

 

4367)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（３９）日本語教育と異文化伝道④」『グローカ 



ル天理』第22巻第10号 天理大学おやさと研究所 

4368)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（４０）日本語教育と異文化伝道⑤」『グローカ 

ル天理』第22巻第11号 天理大学おやさと研究所 

 

4369)大内泰夫(2021)「日本語教育と海外伝道（最終回）日本語教育と異文化伝道⑥」『グロー 

カル天理』第22巻第12号 天理大学おやさと研究所 

 

4370)大澤希余子(2021)「「やさしい日本語」が創り出す世界」『金城学院大学大学院文学研究科 

論集』27 号 金城学院大学大学院文学研究科 

 

4371)太田哲男(2021)「崇貞学園史断章―年表作成作業のなかから－」桜美林学園 IR・アーカ 

イブスセンター学園史編さん室(2021)『学園史研究』創刊号 桜美林学園 

 

4372)大野ロベルト(2021)「『土佐日記』英訳ことはじめ－フローラ・ベスト・ハリスの業績－」 

『日本研究』第 62 集 国際日本文化研究センター 

 

4373)小川誉子美(2021)「ソ連の日本語研究・日本語教育―レニングラードを中心に―」『新 

世紀人文学論究 全地球時代からの人文主義－歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田 

中寛教授古希・退職記念論集』第 4 号特別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4374)奥田浩司(2021)「「満州国」及び旧植民地における高齢日本語話者へのインタビュー(2) 

日本語・日本文化の記憶に関する報告」『愛知教育大学大学院国語研究』第29号 愛知教 

育大学大学院国語教育専攻 

 

4375)長田友紀・松崎寛・澤田浩子・入山美保・吉田武男(2021)「大学における教職課程と日 

本語教育学との連携に関する考察－筑波大学「日本語学習支援者養成修了証プログラム」 

の成立経緯とその課題－」『筑波大学教育学系論集』45 巻 2 号 筑波大学人間系教育学域 

 

4376)小野憲一(2021)「日本統治時代の台湾における私立学校の歴史的経緯に関する研究(6) 

－「私立台湾仏教中学林」の学校規則改正と学校改革における背景と内容について－」『帝 

京平成大学紀要』第 32 巻 帝京平成大学 

 

4377)海外日本語教育学会(2021)「海外日本語教育の次の 10 年を展望する(前編)」『海外日本語 

教育研究』第 12 号 海外日本語教育学会 

 

4378)海外日本語教育学会(2021)「海外日本語教育の次の 10 年を展望する(後編)」『海外日本語 

教育研究』第 13 号 海外日本語教育学会 

 

4379)賀川真理(2021)「第二次世界大戦中にアメリカによって強制連行された日系ペルー人―ブ 

ランカ・カツラさんの物語を通して―」『阪南論集 社会科学編』Vol.56 No.2 阪南大学学 

会 

 



 

4380)垣内哲(2021)「研究生制度の期限と変遷－東京大学における誕生から留学生依存の現状 

まで－」『桜美林大学研究紀要．総合人間科学研究』第 1 号 桜美林大学 

 

4381)金塚基・新関ヴァッド郁代(2021) 「日本国際教育学会 30 年のあゆみ－創立 

20 周年から 30 周年までの組織活動を中心に－」学会創立 30 周年記念論集編集委 

員会編・佐藤千津編著(2021)『コミュニティの創造と国際教育―日本国際教育学会創立 

30 周年記念論集―』明石書店 

 

4382)加納なおみ(2021)「「基礎日本語」から「アカデミック・リテラシーズ」へ－ アクティ 

ブ・ラーニング化とオンライン化を通じた 2019 年以降の授業改革－」『教育開発推進機 

構紀要』第 12 号 國學院大學教育開発推進機構紀要 

 

4383)加納寛(2021)「戦時期日本の対タイ宣伝に関する研究の現状と課題」『新世紀人文学論 

究 全地球時代からの人文主義－歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛教授古 

希・退職記念論集』第 4 号特別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4384)蒲谷宏(2021)「日本語教育研究科における日本語研究」『早稲田日本語研究』第 30 号  

早稲田大学日本語学会 

 

4385)ガリーナ・ヴォロビヨワ(2021)「キルギス日本語教師会活動の記録集としての会報 : 創 

刊から 20 周年を迎えて」『日本キルギス文化研究会会誌』第 5 号 日本キルギス文化研究 

会  

 

4386)川上郁雄(2021)「緒言：日研設立 20 周年記念特集として」『早稲田日本語教育学』第 30 

号 早稲田大学大学院日本語教育研究科 

 

4387)川上郁雄・蒲谷宏(2021)「緒言：日研設立 20 周年記念特集として(その 2)」『早稲田日 

本語教育学』第 31 号 早稲田大学大学院日本語教育研究科 

 

4388)川上尚恵(2021)「釘本久春の日本語と国語―戦中から戦後にかけて―」『新世紀人文学 

論究 全地球時代からの人文主義－歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛教授古 

希・退職記念論集』第 4 号特別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4389)川口敦子(2021)「セーリス『日本渡航記』のローマ字書き日本語の表記」『三重大学日本 

語学文学』第 32 号 三重大学日本語日本文学研究室 

 

4390)川﨑加奈子、新美達也、Nguyễn Thị Hương Trà(2021)「ベトナムにおける日本語教育と 

人材供給に関する一考察」『長崎外大論叢』第 25号(別冊) 長崎外国語大学 

 

4391)河路由佳(2021)「ドナルド・キーンを 30 歳にして日本文学史家たらしめた条件－な 

ぜ、日本留学前に Japanese Literature(1953)が書けたのか－」『ことばと文字』14 号  



日本のローマ字社 

4392)康鳳麗、森脇健夫、坂本勝信、小西知代(2021)「初任期から中堅期にかけての日本語教師 

の授業スタイルの形成－2 名の中国人日本語教師の 14 年間の足跡を追って－」『鈴鹿医療 

科学大学紀要』第 27 号 鈴鹿医療科学大学 

 

4393)神田邦彦(2021)「ロドリゲス『日本大文典』所引『発心集』の検討」『花園大学文学部研 

究紀要』第 53 号 花園大学文学部 

 

4394)北川知子(2021)「植民地朝鮮の国語読本編纂―第 1 期と第 2 期を比較して―」日本植民 

地教育史研究会(2021)『植民地教育史研究年報第 24 号 植民地と国語教育』 晧星社 

 

4395)北條淳子(2021)「小出詞子先生と日本語教科書」『小出記念日本語教育研究会論文集』 

第 29 号 小出記念日本語教育研究会 

 

4396)北村嘉恵(2021)「植民地社会のなかの修学経験－台湾南部のある家族の軌跡－」『歴史 

評論』857 号 歴史教育評議会 

 

4397)北村武士・川口泰広(2021)「タイ国の日本語教育史関連インタビュー資料紹介―チェン 

マイ地域の学習者等へのインタビュー―」『新世紀人文学論究 全地球時代からの人文主 

義－歴史、文学、植民地教育史研究の還流－田中寛教授古希・退職記念論集』第 4 号特 

別記念号 新世紀人文学研究会 

 

4398)キム・ダソム(2021)「「共通語としての日本語」という議論の変遷－土居光知の「基礎日 
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湾図書館での検索から－」『東京福祉大学・大学院紀要』第 12 巻第 1 号第 2 号合併号  東 

京福祉大学・大学院学会誌等編集委員会 

 

4696)山下佳那子、唐姣姣、姜芳雨(2022)「外国につながる子どもを対象にした、日本語及び母 

語・継承語を育むワークショップの形成過程」『子どもの日本語教育研究』第 5 号 子ども 

の日本語教育研究会 

 

4697)楊素霞(2022)「植民地台湾における「明治維新」認識」『社会システム研究』第 44 号  

立命館大学社会システム研究所 

 

4698)ユリア・ミハイロバ、マトウェイ・ミハイロフ(2022)「人間の運命－日本語の翻訳者と教 

師としてのG. G. ペルミャコフ(1917-2005)－」『Север』38 号 ハルビン・ウラジオスト 

クを語る会 

 

4699)横田隆志(2022)「日本人の多様性から多文化共生について考える日本語サポーター養成講 

座 －ボランティア養成講座参加者のインタビューの分析から－」『北陸大学紀要』第 53 

号 北陸大学 

 

4700)横山りえこ(2022)「日本語教育における教育のユニバーサルデザインの提案」『基礎教育 

保障学研究』第 6 号 基礎教育保障学会 

 

4701)吉川絢子、川越桂華、熊谷圭知(2022)「パラオから見た日本，日本から見たパラオ－日本 

統治時代を生きたパラオ女性と移住日本人女性の語りから－」『お茶の水地理』第 61 号  

お茶の水地理学会 

 

4702)吉田朋彦(2022)「W.G.アストンの『日本口語小文典』における名詞と代名詞の説の発展 

－初版と第 2 版の比較から－」『城西国際大学紀要』第 30 巻第 2 号 城西国際大学 

 



 

 

4703)義永美央子、難波康治、瀬井陽子、角南北斗、韓喜善(2022)「リアルとバーチャルを結ん 

だ日本語学習支援の取り組み－3 年間の総括－」『多文化社会と留学生交流：大阪大学国際 

教育交流センター研究論集』第 26 号 大阪大学国際教育交流センター 

 

4704)雍婧(2022)「ノンネイティブ日本語教師認知研究の概観－オンライン学術文献データベー 

スを用いて－」『一橋大学国際教育交流センター紀要』第 4 号 一橋大学国際教育交流セ 

ンター 

 

4705)賴美麗、岡本輝彦(2022)「台湾の科技大学應用日文系における日本語教育の現状と課題に 

関する一考察」『別府大学日本語教育研究』第 12号 別府大学日本語教育研究センター 

 

4706)林敏潔(2022)「日中戦争前夜における松本亀次郎の中国認識－『中華五十日游記』を通し 

て－」『世界文学』131 号 世界文学会 

 

4707)林欐嫚(2022)「台湾の日本統治期における日本仏教団の「台湾仏教会」について」『印度 

學佛教學研究』第 70 巻第 2 号 日本印度学仏教学会 

 

4708)Rudy TOET、前田桂子、原田走一郎(2022)「『ドゥーフ・ハルマ』の初稿および『和蘭 

字彙』のF 項目の対照翻刻」『多文化社会研究』第 8 号 長崎大学多文化社会学部・多文 

化社会学研究科 

 

4709)ルディ・トート(2022)「ドンケル・クルチウスの日本語文典の成立を巡って」『日本語の 

研究』第 18 巻 2 号 日本語学会 

 

4710)ルディ・トート(2022)「長崎大学附属図書館所蔵のクルチウス編纂ホフマン増訂『日本文 

法試論』について」『多文化社会研究』第 8 号 長崎大学多文化社会学部・多文化社会学 

研究科 

 

4711)王伸子(2022)「中世キリシタン文献とイエズス会の言語教育－ローマ字本の位置付けに 

ついての一考察－」『専修国文』第 110 号 専修大学日本語日本文学文化学会 

 

4712)王凌志(2022)「中国の大学における日本語教育の変化とその対応―大学入試で日本語を 

選択する受験生を対象として―」『日本語教育方法研究会誌』29 巻 1 号 日本語教育方法 

研究会 

 

4713)艾慕晨(2023)「浅析山口直接教学法」『新世紀人文学論究』第 7 号 新世紀人文学研究会 

〔中文〕 

 

4714)會田篤敬(2023)「1930 年代のエジプトにおける日本語教育－本邦国語関係雑件 第一巻  



18「エジプトニ於ケル日本語関係」を基に－」『山梨大学教育学部紀要』第 33 号 山梨大 

学教育学部 

4715)秋葉多佳子(2023)「日本語教員養成課程の施行までの道のりと今後の課題」『文彩』第 19 

号 熊本県立大学文学部 

 

4716)淺田岐依、小口悠紀子(2023)「地域日本語教育における対話交流型クラスの可能性－外国 

人市民と日本人市民をつなぐ試みを通して－」『広島大学日本語教育研究』第 33 号 広島 

大学大学院人間社会科学研究科日本語教育学プログラム 

 

4717)朝山洋樹(2023)「日本語教育と日本語学校のこれまで－法務省に告示された日本語学校に 

注目して－」『立命館産業社会論集』第 59 巻第 1 号 立命館大学産業社会学会 

 

4718)安達祥子、笠井陽介、熊野七絵(2023)「「いろどり日本語オンラインコース」開発と運用」 

『国際交流基金日本語教育紀要』第 19 号 国際交流基金 

 

4719)荒井美帆(2023)「中堅日本語教師のキャリア変遷の一例」『国際教養大学専門職大学院グ 

ローバル・コミュニケーション実践研究科日本語教育実践領域実習報告論文集』14 公立 

大学法人 国際教養大学専門職大学院グローバル・コミュニケーション実践研究科日本語 

教育実践領域 

 

4720)有田佳代子(2023)「1940 年代ベトナムの日本プロパガンダ誌『Tân Á』の日本語講座－ 

創刊号から第 12 号連載「実践日本語(Tiếng Nippon thực hành)－」を中心に」新潟大学大 

学院現代社会文化研究科監修(2023)『日本語・日本文化研究－日本語・日本文化研究国際 

討論会論文集－:collected papers of the International Meeting of Studies in Japanese  

language and culture』新潟大学グローバル研究センター 

 

4721)飯塚友佳子(2023)「中南米日系人が日本の中核人材になるための課題」『佛教大学大学院 

紀要 社会学研究科篇』第 51 号 佛教大学大学院 

 

4722)池田匡史(2023)「満洲の現地人向け中国語教科書における「メロスの伝説」」『岡山大学国 

語研究』37 岡山大学教育学部国語研究会 

 

4723)池田庸子(2023)「多読授業を実践する日本語教師の意識の変容－日本で教える教師の語り 

－」『茨城大学全学教育機構論集グローバル教育研究』第 6 号 茨城大学全学教育機構 

 

4724)石澤徹(2023)「日本語教育実習科目の構築と今後の展望」『東京外国語大学国際日本学研 

究』第 3 号 東京外国語大学大学院国際日本学研究院 

 

4725)泉史生(2023)「近代日本語教育論－授業面から見る明治と平成・令和の日本語教育改革－」 

『言語と交流』第 26 号 言語と交流研究会 

 

4726)井戸桂子(2023)「日光高山植物の魅力－アーネスト・サトウから、五百城文哉、牧野富太 



郎を経て、武田久吉まで－」『青淵』第 897 号 渋沢栄一記念財団 

 

4727)伊藤孝行(2023)「テキストアナリシスによる『近代日本語教科書語彙索引』収載のタイ人 

向け日本語教科書のことば」『新世紀人文学論究』第 7 号 新世紀人文学研究会 

 

4728)伊藤孝行(2023)「テキストアナリシスによる東亜高等予備学校『日本語のはじめ』の検証」 

『言語文化研究』22 静岡県立大学短期大学部静岡言語文化学会 

 

4729)伊藤千晴(2023)「フランシス・ブリンクリーとアーネスト・サトウ 明治後期日本を生き 

た 2 人の外国人」『津田塾大学言語文化研究所報』第 38 号 津田塾大学言語文化研究所 

 

4730)伊藤茉莉奈(2023)「音声に対するアプローチの分類とその課題－『日本語教育』『早稲田 

日本語教育学』『音声研究』の分析から－」『早稲田日本語教育実践研究』第 11 号 早稲 

田大学日本語教育研究センター 

 

4731)今村圭介、岩村きらら、若森大悟、宮﨑捷世、濵野良安、範静、沈璐(2023)「ミクロネシ 

ア地域における日本語起源借用語の社会言語学的比較研究」『社会言語科学』第 25 巻第 2 

号 社会言語科学会 

 

4732)今村志紀(2023)「国学者とジャパノロジストの交流－堀秀成とアストン、サトウ－」『上 

智大学文化交渉学研究』11 号 上智大学大学院文学研究科文化交渉学専攻 

 

4733)呉艶(2023)「中国天津の日本租界における日本語教育の再考察－日出学館(共立学校)を例 

に－」南開大学外国語学院東アジア古代学研究センター「東アジア文化研究」編集委員会 

編(2023)『東アジア文化研究』8 國學院大學大学院文学研究科 

 

4734)魏吉非(2023)「日中戦争期華北占領地の学校における日本語学習奨励事業－『小学児童日 

本語作文集第一輯』を手掛かりに－」『人間文化創成科学論叢』第 25 巻 お茶の水女子大 

学大学院人間文化創成科学研究科 

 

4735)植田晃次(2023)「日本近代朝鮮語教育史の視点から見た島井浩と朝鮮語－対馬から釜山の 

日本人社会に渡り一生を送った人－」『言語文化研究』第 49 巻 大阪大学大学院人文学研 

究科 言語文化学専攻・外国学専攻・日本学専攻応用日本語コース  

 

4736)上田崇仁(2023)「植民地朝鮮における学校外の「国語」教育－『国語教本』『一日一語国 

語普及読本』『国語の本』の三種に焦点を当てて－」『南山大学日本文化学科論集』第 23 号  

南山大学日本文化学科 

 

4737)上山那々(2023)「小学校における日本語指導の取り組み－子ども同士の関わりの視点から 

－」『佛教大学教育学部学会紀要』第 23 号 佛教大学教育学部学会 

 

4738)宇賀神一(2023)「「国民学校・国語学習指導系統表」にみる石森延男の国語教育思想－『学 



習指導要領 国語科編（試案）』（1947 年度版）成立前史－」『国語科教育』第 94 集 全国 

大学国語教育学会 

4739)牛窪隆太、福村真紀子(2023)「日本語教育において「社会」はどこに位置づけられてきた 

か─学会誌『日本語教育』掲載論考の調査報告─」『国際教育センター紀要』創刊号 東洋 

大学国際教育センター紀要編集委員会 

 

4740)臼井智美(2023)「「外国にルーツのある子どもの教育」に関する教職大学院での 

授業開発および成果検証－学習内容の「高度化」と「体系化」の観点から－」『大  

阪教育大学紀要  総合教育科学』第 71 巻 大阪教育大学 

 

4741)江口玲(2023)「夜間中学はどこからきて、どこへ向かうのか―兵庫県を中心に－」『ひょ 

うご部落解放』185 号 一般社団法人ひょうご部落解放・人権研究所 

 

4742)遠藤佳那子(2023)「W.G.アストン『日本文語文典』初版 訳註稿(3)」『鶴見大学紀要. 第 

1部, 日本語・日本文学編』60 号 鶴見大学 

 

4743)大島英之(2023)「キリシタン版『落葉集』の漢字音について」『日本語学論集』第 19 号 

   東京大学大学院人文社会系研究科国語研究室 

 

4744)太田裕子(2023)「オーストラリアの言語教育政策の変遷から見る「日本語教育推進法」の 

成果と課題」『国際教育』29 日本国際教育学会 

 

4745)大塚奈奈絵(2023)「神話から英雄譚へ－ちりめん本「日本昔噺」シリーズにおけるチェン 

バレンとジェイムス夫人による『古事記』からの再話の比較－」『人文学研究所報』70 巻 

   神奈川大学人文学研究所 

 

4746)大東和重(2023)「帝国の片隅で－戦時下の台湾における国民動員と文学－」『外国語・外 

国文化研究』XIX 関西学院大学法学部外国語研究室 

 

4747)岡本拓、今井智絵、村上奈未、杉島夏子(2023)「「中等教育日本語の教え方A2（ベーシッ 

ク）自習コース」の開発－インドネシアにおける「JF にほんご e ラーニングみなと」教師 

向けオリジナルコース開講に向けた取り組み－」『国際交流基金日本語教育紀要』第 19 号  

国際交流基金 

 

4748)小川誉子美(2023)「漢字の記憶法、16 世紀にさかのぼる－在華宣教師マテオ・リッチの 

場合－」(公財)日本のローマ字社(2023)『Rômazi no Nippon』dai 675 gô Nippon-no-  

Rômazi-Sya 

 

4749)小川誉子美(2023)「琉球－パリ 日本語学習の息吹（4）―日本学の始祖 レオン・ド・ロ 

ニー―」『ふらんす』2023 年 1 月号 白水社 

 

4750)小川誉子美(2023)「琉球－パリ 日本語学習の息吹（5）―医師ムリエの科学研究―」『ふ 



らんす』2023 年 2 月号 白水社 

 

4751)小川誉子美(2023)「琉球－パリ 日本語学習の息吹（6）―ギメの東洋語学校とジャポニズ 

ム－」『ふらんす』2023 年 3 月号 白水社 

 

4752)小川誉子美(2023)「冷戦時代のソ連の日本語研究・日本語教育」『ことばと文字』16 号 日 

本のローマ字社 

 

4753)奥田浩司(2023)「「満州国」及び旧植民地における高齢日本語話者へのインタビュー(4) 

日本語・日本文化の記憶に関する報告」『国語国文学報』第81集 愛知教育大学国語教育 

講座 

 

4754)小篠敏明(2023)「Harold E. Palmer の英語教授法に関する研究―日本における発展を中 

心として―」『東日本英学史研究:日本英学史学会東日本支部紀要』第 22 号 日本英学史学 

会東日本支部事務局 

 

4755)小幡谷友二(2023)「ジュネーヴ大学における漢字教育―漢字データベースの作成とその活 

用―」『The Gakushuin Journal of International Studies (Special)』学習院女子大学 

 

4756)恩塚千代(2023)「日本語学習者のための日日辞典コンセプトの提案」『大手前比較文化学 

会会報』第 24 号 大手前大学大学院比較文化研究科 

 

4757)柿木重宜(2023)「言語学会の機関誌『言語学雑誌』の資料的価値について－日本における 

近代言語学史の観点から－」『関西外国語大学研究論集』第 118 号 関西外国語大学・関西 

外国語大学短期大学部 

 

4758)梶井一暁、包雪峰(2023)「赴日モンゴル人留学生史研究序説―戦前期善隣高等商業学校蒙 

古留学生特設予科を中心に―」『岡山大学大学院教育学研究科研究集録』第 184 号 岡山大 

学大学院教育学研究科 

 

4759)加納寛(2023)「戦時期日本は大東亜共栄圏の女性たちに何を期待したか－対外グラフ誌 

『フジンアジア』の内容分析から－」『愛知大学国際問題研究所紀要』第 161 号 愛知大 

学国際問題研究所紀要 

 

4760)カパッソ・カロリーナ(2023)「日本での尋問にみるシドティの日本語力」『キリシタン文 

化研究会会報』第 161 号 キリシタン文化研究会 

 

4761)上出大河(2023)「『全国小学児童綴方展覧会』の資料価値―日本語教育史研究及び近代日 

本語研究領域における活用にへ向けて―」『日本語教育史研究』Vol.2 日本語教育史研 

究会 

 

4762)川口敦子(2023)「『南詞雑解』のゲズ・イゲ小考」『三重大学日本語学文学』第 34 号 三 



重大学日本語日本文学研究室 

 

4763)河先俊子(2023)「日本大衆文化開放後の韓国の高等学校の日本語教育－教育課程と教科書 

の分析から－」『21 世紀アジア学研究』21 号 国士舘大学 21 世紀アジア学会 

 

4764)川橋葉子(2023)「シンガポール教育省語学センターにおける日本語教育―国策としての言 

語教育を背景として―」『日本語教育史研究』Vol.2 日本語教育史研究会 

 

4765)関西学院大学日本語教育センター(2023)「関学らしい多文化共生とは－日本語教育の可能 

性－（関西学院大学日本語教育センター10 周年記念シンポジウム）」『関西学院大学日本語 

教育センター紀要』第 12 号 関西学院大学日本語教育センター 

 

4766)Guillaume Carré(ギヨーム・カレ)(2023)「LEON DE ROSNY (1837-1914)：Un pionnier  

des études japonaises en France deuxième partie (レオン・ド・ロニー(1837-1914)－フ 

ランスにおける日本研究のパイオニア(後編)－)」『REKIHAKU』008 国立歴史民俗博物 

館〔仏文・日本語訳併載〕 

 

4767)金庾毘(2023)「戦時期植民地朝鮮における海軍特別志願兵制度の実態－朝鮮人海軍特別志 

願兵の教育と配属状況を中心に－」『日韓相互認識』第 12 号 「日韓相互認識」研究会 

 

4768)工藤理恵(2023)「開発途上国における日本語教育支援政策の変遷－1965 年から 2020 年 

の年次報告の分析から－」『フェリス女学院大学文学部紀要』第 58 号 フェリス女学院大 

学文学部紀要委員会 

 

4769)栗田奈美、秋元美晴、志賀里美(2023)「地域と大学を結ぶ日本語学習支援者養成講座の 

試み」『恵泉女学園大学紀要』第 34 号 恵泉女学園大学 

 

4770)黒田一雄(2023)「留学生受け入れ政策理念の展開」『IDE 現代の高等教育』654 号 IDE 

大学協会 

 

4771)上月康弘(2023)「芦田恵之助の「読み方教授」における学習者の自己内対話－「教壇記録」 

を手がかりに－」『教育思想』第 50 号 東北教育哲学教育史学会 

 

4772)上月康弘(2023)「芦田恵之助の「読み方教授」における「わざ」の構成原理」『全国大学 

国語教育学会国語科教育研究：大会研究発表要旨集』144 全国大学国語教育学会 

 

4773)國分建志(2023)「誤植の殿堂『説日語』－その誕生と変遷(十二)－」『文學藝術』69 共 

立女子大学文芸学部 

 

4774)木暮律子(2023)「学部留学生対象の日本語教育カリキュラムの改編」『地域政策研究』第 

25 巻第 3 号 高崎経済大学地域政策学会 

 



4775)小柴裕子(2023)「日本語学習者の社会的位置づけについて―日本語学習者は social agent 

か―」『宮崎大学教育学部紀要』第 101 号 宮崎大学教育学部 

4776)小菅敦子(2023)「パーマーの考えを広めるために尽力した先生方」『語研ジャーナル』第 

22 号 語学教育研究所 

 

4777)小林茂子(2023)「旧南洋群島における戦前の教育関係資料について(その 2)－主に「学校 

要覧」類を中心に－」『教育学論集』第 65 集 中央大学教育学研究会 

 

4778)龔佳奕(2023)「日本語会話における共感発話の研究動向」『千葉大学大学院人文公共学府  

プロジェクト報告書第 379 集：外国につながる人々の接触場面参加と相互行為 接触場面 

の言語管理研究 vol.19』千葉大学大学院人文公共学府 

 

4779)西條結人(2023)「海外日本語教育における授業文化に関する研究の動向と展望－学習観， 

教師観，授業観の観点から－」『広島大学大学院人間社会科学研究科紀要. 教育学研究』第 

4 号 広島大学大学院人間社会科学研究科 

 

4780)齋藤一晴(2023)「日中戦争下の華北における日本語教育の実相」「年報日本現代史」編集 

委員会編(2023)『年報日本現代史第 28 号 日中戦争期日本の華北占領支配』現代史料出版 

 

4781)佐伯康考(2023)「日本語指導を必要とする児童生徒の教育課題の変容－多様化・複雑化す 

る教育課題－」『経済学論究』第 76 巻第 4 号 関西学院大学経済学部・経済学研究科 

 

4782)酒井順一郎(2023)「善隣回民女塾と是永章子・俊子」『新世紀人文学論究』第 7 号 新世 

紀人文学研究会 

 

4783)坂本勝信、谷誠司、山下浩一、内山夕輝、染葉麻愛美(2023)「浜松市と常葉大学の連携 

による地域日本語教育－2 年目の実践報告－」『常葉大学外国語学部紀要』第 39 号 常 

葉大学外国語学部 

 

4784)櫻井豪人(2023)「洋学資料における単語集の特徴－辞書との関係と相違点を中心に－」『日 

本語の研究』第 19 巻第 2 号 日本語学会 

 

4785)施詩懐(2023)「近代中国における日本語教育と翻訳事業－上海東文学社をめぐって－」 

『アジア教育史研究』第 32 号 アジア教育史学会 

 

4786)四宮愛子(2023)「遠隔授業による「日本語入門コース」授業の実践例」『神戸大学留学生 

教育研究』第 7 号 神戸大学大学教育推進機構グローバル教育センター留学生教育部門 

 

4787)嶋津拓(2023)「コロナ禍における日本語教育－埼玉大学の場合(その 2)－」『埼玉大学日本 

語教育センター紀要』第 17 号 埼玉大学日本語教育センター 

 

 



 

 

4788)下岡邦子(2023)「大学入学前における外国人留学生の日本語表現力の傾向と課題－学部に 

早期合格した外国人留学生への入学前教育の結果を手掛かりとして－」『神戸学院大学グ 

ローバル・コミュニケーション学会紀要』第 8 号 神戸学院大学グローバル・コミュニケ 

ーション学会 

 

4789)下地和宏(2023)「ネフスキー『宮古方言ノート』の内容について」『宮古島市総合博物館 

紀要』第 27 号 宮古島市総合博物館 

 

4790)徐雄彬(2023)「偽満州国と植民地朝鮮の小学校日本語教育体制の特質―「在満朝鮮人」学 

校に見られる両植民地の教育体制の縮図を手がかりとして―」『新世紀人文学論究』第 7 

号 新世紀人文学研究会 

 

4791)徐煉(2013)「大学で行われる研究発表の質疑応答に関する研究の動向」『一橋大学国際教 

育交流センター紀要』第 5 号 一橋大学国際教育交流センター 

 

4792)尚真貴子、大城朋子(2023)「専門的日本語教育人材育成の課題と今後の展開－沖縄国際大 

学大学院における「日本語教育実習」から－」『地域文化論叢』第 21 号 沖縄国際大学大 

学院地域文化研究科 

 

4793)白井純(2023)「『羅葡日辞書』を読み直す－日本語資料としての再評価に向けて－」『日本 

語の研究』第 19 巻第 2 号 日本語学会 

 

4794)白石勝己(2023)「なぜ日本語教育が注目されるようになったのか」『アジアの友』第 555 

号 アジア学生文化協会 

 

4795)新福悦郎(2023)「韓国併合の強制性に関する日本の検定歴史教科書記述の分析と特色－学 

校教育での日本語強制に焦点化して－」『石巻専修大学研究紀要 』34 石巻専修大学 

 

4796)末次智(2023)「ニコライ・ネフスキー旧蔵『おもろさうし』について－天理図書館蔵『お 

もろさうし』巻十、解説と校異・翻刻－」『沖縄文化研究』50 法政大学沖縄文化研究所 

 

4797)鈴木健太(2023)「日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等 

に関する法律案の概要と国会論議―日本語教育機関の認定制度と日本語教師の国家資格の 

創設―」『立法と調査』459 号 参議院事務局企画調整室 

 

4798)瀬井陽子(2023)「日本語教育における「自律的な学習」促進の実践と支援－1990 年代以 

降の議論をたどる－」『多文化社会と留学生交流 : 大阪大学国際教育交流センター研究論 

集』27 大阪大学国際教育交流センター 

 

4799)竹内陽介(2023)「ライフストーリー分析による中学校日本語教員の歩みとビリーフ」『立 



命館教職教育研究』10 立命館大学教職教育推進機構 

 

4800)竹口智之(2023)「ロシア極東地域における日本語教育史－日本語ネイティブ教師の視点か 

ら－」『兵庫教育大学研究紀要：人間発達教育専攻 特別支援教育専攻 教育内容・方法開発 

専攻 教育実践高度化専攻 附属学校園』63 兵庫教育大学 

 

4801)竹本英代(2023)「阪谷芳郎の日本語学校論」『福岡教育大学紀要』第 72 号第 4 分冊教職 

科編 福岡教育大学 

 

4802)田中寛(2023)「国分一太郎の戦地体験と中国民衆像－『戦地の子供』、『外国権益』からの 

再検証－」『東洋研究』No.228 大東文化大学東洋研究所 

 

4803)田中寛(2023)「山口喜一郎再読(1)「わが国の外地における日本語教授の変遷」他―資料 

全文とその解説・注釈―」『新世紀人文学論究』第 7 号 新世紀人文学研究会 

 

4804)田中水絵(2023)「ネフスキーを宮古諸島に導いた人々－伊波普猷・田島利三郎・ポリワー 

ノフ・ウィルト－」『沖繩文化』53 巻 1 号 『沖繩文化』編集所  

 

4805)田中祐輔(2023)「デジタルアーカイブを用いた終戦前後の日本語教育史研究－木村宗男を 

中心に－」『青山語文』第 53 号 青山学院大学日本文学会 

 

4806)谷一郎(2023)「日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に 

関する法律について」『アジアの友』第 555 号 アジア学生文化協会 

 

4807)谷口龍子(2023)「海外日本語教育インターン派遣に求めるものと求められるもの－大学院 

科目「日本語教育実践研究」での実践を例に－」『日本語・日本学研究』第 12 号 東京外 

国語大学国際日本研究センター 

 

4808)田村紀雄(2023)「ジャーナリスト梅月高市評伝(104)人々の心を掴んだ熱い佐藤伝の日本 

語教育」『公評』60-2 公評社 

 

4809)曲木威古(チォモ・ヴィグ)(2023)「西昌学院における彝族学生への日本語教育－その現状 

と課題・対策－」『獨協大学外国語教育研究所紀要』第 11 号 獨協大学外国語教育研究所 

 

4810)千葉軒士(2023)「キリシタン・日本語ローマ字写本で用いられる ` について－ 「バレト 

写本」を中心に－」『Nagoya Linguistics』17 名古屋言語研究会 

 

4811)千葉軒士(2023)「『ドチリナキリシ タン』(1592)の「ことばのやわらげ」採録語の出所に 

ついて－A 部からN 部まで－」『現代教育学部紀要』第 15 号 中部大学現代教育学部 

 

4812)張静苑(2023)「中国の日本語教育研究の現状と課題(2012-2022)」『新世紀人文学論究』第 

7 号 新世紀人文学研究会 



 

 

4813)チャン・ホアンナム、カーテャ・マリノヴァ、マグダレナ・ヴァシレヴァ、ミリッツァ・ 

ミネヴァ(2023)「日本とブルガリアの学術交流の可能性を探る」『高等教育研究センター学 

修支援部門国際教育推進班紀要・年報』2022 徳島大学高等教育研究センター学修支援部 

門国際教育推進班 

 

4814)陳世花(2023)「日本語教育のピア・レスポンスに関する研究概観－研究方法に着目して－」 

『昭和女子大学大学院言語教育・コミュニケーション研究』17 集 昭和女子大学大学院文 

学研究科言語教育・コミュニケーション専攻 

 

4815)陳虹彣(2023)「学籍簿から見る日本統治下台湾の子どもたち(その 2)－新竹州南寮国民学 

校 20 期生の場合－」『平安女学院大学研究年報』第 23 号 平安女学院大学 

 

4816)陳虹彣(2023)「植民地台湾の「公学校用国語読本（第一種）」（第四期）をもう一度読む― 

編修課の作り手たちに関する考察を中心に―」日本植民地教育史研究会(2023)『植民地教 

育史研究年報第 25 号 植民地教科書と「アジア民衆像」』 晧星社 

 

4817)津坂朋宏(2023)「日本語文法研究史概説」『東京福祉大学・大学院紀要』第 13 巻第 1・2 

合併号 東京福祉大学 

 

4818)德田恵、原田三千代、金桂英、古屋憲章、村上智子(2023)「山梨学院大学教材開発プロジ 

ェクトの報告－「日本語文法」教科書の開発を中心に－」『国際共修・語学教育実践』第 2 

号 山梨学院大学グローバルラーニングセンター編集委員会 

 

4819)栃丸華緒(2023)「カンボジア国内における日本語教師対象『いろどり生活の日本語』研修 

－同期型と非同期型を複合した研修デザイン－」『国際交流基金日本語教育紀要』第 19 号  

国際交流基金 

 

4820)永岡悦子(2023)「多様な教育現場で育て上げる市民リテラシー(第 7 回)日本国内の留学生 

政策、40 年の変遷と課題」『内外教育』第 7071号 時事通信社 

 

4821)中川実(2023)「第 21 回岐阜県内外国人留学生日本語弁論大会および大会運営事務局の変 

遷についての報告」『中日本自動車短期大学論叢』53 中日本自動車短期大学 

 

4822)中川祐香(2023)「工学系学生に求められる日本語力を養う教材開発」『大阪産業大学論集  

人文・社会科学編』48 大阪産業大学学会 

 

4823)中田理子、濱田美和(2023)「オンライン短期留学プログラムにおける初習者向け日本語授 

業のデザインと教材開発」『富山大学国際機構紀要』第 5 号 富山大学国際機構 

 

4824)中渡理恵子(2013)「地域医療通訳研修における日本語教育の在り方について」『三重大学 



国際交流センター紀要 』第 18 号 三重大学国際交流センター 

 

4825)中村重穂(2023)「山口喜一郎生誕 150 周年を考える―戦後の研究史に基づいて―」『日本 

語教育史研究』Vol.2 日本語教育史研究会 

 

4826)鍋島有希(2023)「技能実習生の日本語学習動機づけの研究動向と展望」『桜美林大学研究 

紀要 人文学研究』第 3 号 桜美林大学グローバル・コミュニケーション学群 

 

4827)新美達也、高橋勝幸、奥村匡史、松成ソーパー、スワパン・クルットムアン(2023)「海外 

日本語学習者のキャリア意識と現地進出日本企業－タイとベトナム比較研究－」『名古屋 

学院大学論集 社会科学篇』第 59 巻第 4 号 名古屋学院大学総合研究所 

 

4828)聶蕙菁、山脇佳、榎井縁、王一瓊、大川ヘナン、山本晃輔、石川朝子(2023)「公教育にお 

ける外国人生徒の排除と包摂－5 つの高校の比較調査から－」『未来共創』第 10 号 大阪 

大学人間科学研究科附属未来共創センター 

 

4829)二通信子、阿部仁美、大井裕子(2023)「北海道日本語センターによる地域日本語教育の取 

り組み」『日本語・国際教育研究紀要』第 26 号 北海道大学高等教育推進機構国際教育研 

究部 

 

4830)野村淳一(2023)「韓国統監府による私立学校教科書の検閲と排除」『千葉大学大学院人文 

公共学府研究プロジェクト報告書 第 376 集：近代東アジアにおける国家と個人』千葉大 

学大学院人文公共学府 

 

4831)包雪峰(2023)「20 世紀前半における赴日モンゴル人留学生史－内モンゴル医療衛生の近 

代化におけるホルチンビリクら留学生の位置付けについて－」『統合科学』第 3 号 岡山 

大学大学院ヘルスシステム統合科学研究科 

 

4832)袴田麻里(2023)「理系修士留学生の日本語学習」『静岡大学国際連携推進機構紀要』第 5 

号 静岡大学国際連携推進機構紀要 

 

4833)長谷川賴子(2023)「日本語教員養成課程を修了した留学生の進路選択」『敬愛大学国際研 

究』第 36 号 敬愛大学国際学会 

 

4834)服部明子、佐藤圭司(2023)「国際交流における実践と課題－日本語教育の多面性に焦点を 

当てて－」『三重大学教育学部研究紀要 自然科学・人文科学・社会科学・教育科学・教育 

実践』第 74 巻第 2 号 三重大学教育学部 

 

4835)林文明(2023)「中日本自動車短期大学における日本語弁論大会－2010 年から 2022 年ま 

での軌跡－」『中日本自動車短期大学論叢』53 中日本自動車短期大学 

 

4836)伴武澄(2023)「南方特別留学生が残した戦後の軌跡」『Think Asia』No.51 霞山会 



 

 

4837)檜山純子(2023)「金子光晴「マライの健ちゃん」と南方特別留学生オマールの夢―マレー 

シアジョホール州より―」『新世紀人文学論究』第 7 号 新世紀人文学研究会 

 

4838)桧山真一(2023)「ニコライ・ネフスキイの茨城・栃木両県への民俗調査旅行」『なろうど』 

87 号 ロシア・フォークロアの会 

 

4839)平田未季(2023)「地域交流団体による地域日本語教室の開設―ハレの国際交流から日常の 
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